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大会専用アンチ・ドーピングラボラトリー改修工事の発注について

世界アンチ・ドーピング機構（WADA）から

「2019年の早期（第１四半期中）に、分析機器設置を含めて完成すること。」

と勧告されており、これに従って大会専用アンチ・ドーピングラボラトリー（大会専

用ラボ）の整備を進める必要がある。

⇒2018年7月：改修工事着工 2018年12月：改修工事終了

既存ビルを改修し、IOC、IPC及びWADAの定める基準に適合する大会専用アンチ・ドー

ピングラボラトリー※を整備する。

●審議事項

●概 要

●背 景

※アンチ・ドーピングラボラトリー：WADAが認証し、尿などの検体に含まれるドーピング禁止物質の分析を行う施設。
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大会専用ラボ整備工事

●工事内容等

○建築工事

・内装改修工事等

○電気設備工事

・受変電設備工事、電灯コンセント設備改修工事等

〇機械設備工事

・給排水衛生設備改修工事、空調設備改修工事等
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